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シ
ス
テ
ム
思
考
で
考
え
る
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応 

 

横
山 

淳
一 

 
  

１ 

は
じ
め
に 

 

二
〇
二
〇
年
一
月
三
〇
日
に
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流

行
に
対
し
て
「
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
（
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
」
を
宣
言
し
た
。
こ
の
原

稿
を
執
筆
し
て
い
る
二
〇
二
一
年
六
月
現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
っ
た
日
本
国
内
に
お
い
て
も
未
だ
流

行
の
最
中
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
向
け
て
、
国
民
一
人
一
人

や
関
係
機
関
に
適
切
な
協
力
が
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

感
染
が
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
国
民
一
人
一
人
が
効
果
的
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
日
本
で

は
国
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
、
つ
ま
り
、
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
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ウ
イ
ル
ス
対
応
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
に
対
応
す
る
シ
ス

テ
ム
は
様
々
な
シ
ス
テ
ム
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
理
解
は
必
ず
し
も

進
ん
で
い
な
い
。 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
が
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の

か
シ
ス
テ
ム
思
考
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
。
シ
ス
テ
ム
思
考
を
援
用
し
て
、
シ
ス
テ
ム
分
析
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
現
在
ま
で
の
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
・
対
応
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
の

か
、
そ
れ
は
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
で
発
生
し
た
特
別
な
問

題
だ
っ
た
の
か
。
個
々
の
シ
ス
テ
ム
の
問
題
な
の
か
。
そ
れ
と
も
構
造
の
問
題
な
の
か
等
、
い
く
つ
か
の
疑

問
を
考
察
し
て
い
く
。
さ
ら
に
は
、
今
後
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
民
の
視
点
、
あ
る
い
は
国
の
視
点
、
様
々
な
立
場
で
ど
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
か
考
察
す
る
。 

 

２ 

シ
ス
テ
ム
思
考
と
は 

 

シ
ス
テ
ム
思
考
と
は
、
対
象
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
、
俯
瞰
的
な
視
点
や
ミ
ク
ロ
な
視
点
、
長
期
的
、

短
期
的
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
対
象
シ
ス
テ
ム
の
理
解
を
深
め
る
考
え
方
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
粒
度
を
大
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き
く
す
る
こ
と
で
対
象
を
抽
象
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
反
対
に
、
シ
ス
テ
ム
の
粒
度
を
小
さ
く
す
る

こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
ま
で
を
も
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

シ
ス
テ
ム
と
は
、
一
般
に
、
人
工
シ
ス
テ
ム
と
自
然
シ
ス
テ
ム
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
人
工
シ
ス
テ
ム

は
、
ヒ
ト
が
目
的
を
持
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
定
義
は
「
複
数
の
構
成
要
素
が
、

共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
相
互
に
関
係
し
合
う
も
の
」
で
あ
る
。
一
方
、
自
然
シ
ス
テ
ム
は
、
ヒ

ト
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
部
分
も
含
め
た
系
で
あ
る
と
言
え
る
。
人
工
シ
ス
テ
ム
が
意
図
せ
ず

他
の
人
工
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
も
、
自
然
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
自
然
シ
ス
テ
ム
は
、
複
数
の
シ
ス
テ
ム
の
相
互
作
用
に
よ
り
自
然
発
生
的
に
構
築
さ
れ
る
構
造
と

も
言
え
る
。 

シ
ス
テ
ム
に
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を
含
む
シ
ス
テ
ム
と
当
該
シ
ス
テ
ム
に
含
ま
れ
る
シ
ス
テ
ム
（
サ
ブ
シ

ス
テ
ム
）
が
あ
る
。
あ
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
を
含
む
上
位
の
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
あ
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
は
、
複
数
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
。 

分
析
対
象
を
上
記
の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
概
要
か
ら
詳
細
ま
で
を
自
由
に

分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
す
る
し
く
み
を
シ
ス
テ
ム

思
考
で
分
析
す
る
。 
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３ 

日
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
と
感
染
症
対
策 

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
シ
ス
テ
ム
の
よ
り
上
位
の
シ
ス
テ
ム
は
「
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
す
る
以
前
か
ら
既
に
あ
る
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
を
ひ
も
と
い

て
い
く
。 

 

日
本
の
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
の
大
枠
は
、
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
」（
以
下
、
感
染
症
法
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
感
染
症
法
は
、
一
九
七
〇
年
以
降
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱

や
ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱
な
ど
少
な
く
と
も
三
〇
以
上
の
そ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
感
染
症
（
新
興
感
染
症
）
、

近
い
将
来
克
服
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
等
の
感
染
症
（
再
興
感
染
症
）
の
出
現
や
、

医
学
・
医
療
の
進
歩
、
衛
生
水
準
の
向
上
、
人
権
尊
重
の
要
請
、
国
際
交
流
の
活
発
化
な
ど
、
近
年
の
状
況

の
変
化
を
踏
ま
え
、
一
九
九
九
年
に
施
行
さ
れ
た
1

。 

 

ま
た
、
航
空
機
な
ど
の
発
達
に
よ
る
人
や
物
資
の
高
速
・
大
量
輸
送
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
海

外
か
ら
新
興
感
染
症
・
再
興
感
染
症
を
国
内
に
持
ち
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
検
疫
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）
に
制
定
さ
れ
た
検
疫
法
に
大
枠
が
示
さ
れ
て
い
る
。 
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（
１
）
目
的
と
概
要 

感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
の
目
的
に
つ
い
て
、
感
染
症
法
に
は
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
し
必
要
な
措
置
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
感
染
症
の
発
生
を
予
防
し
、
及
び
そ
の
ま
ん
延
の

防
止
を
図
り
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
予
め
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
感
染
症
患
者
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
定
め
て
お
き
、
感
染
症
の
発
生

お
よ
び
ま
ん
延
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。 

対
象
と
な
る
感
染
症
は
、
感
染
症
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
１
類
感
染
症
か
ら
５
類
感
染
症
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
指
定
感
染
症
及
び
新
感
染
症
に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
表
１
参
照
）
。 

感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
（
感
染
症
法
）
で
は
、
表
２
に
示
し
た
一
二
の
項
目
に
つ
い
て
基
本
指
針
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
一
九
九
九
年
に
厚
生
省
告
示
第
百
十
五
号
に
よ
り
公
布
さ
れ

て
以
来
、
最
新
の
改
正
で
は
二
〇
二
一
年
二
月
一
三
日
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
感
染
症
法
に
よ
り
、

感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
の
構
造
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、
施
行
後
の
状
況
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め

に
、
運
用
の
ポ
イ
ン
ト
・
注
意
点
等
を
法
律
と
は
別
に
定
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
基
本
指
針

に
則
し
て
、
都
道
府
県
は
感
染
症
の
予
防
の
た
め
の
施
策
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
予
防
計
画
）
を
具
体
的

に
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 
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表 1 感染症の種類（感染症法に基づく分類） 
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本
稿
で
は
、
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
を
感
染
症
法
で
規
定

さ
れ
て
い
る
機
能
よ
り
、
①
感
染
症
に
関
す
る
情
報
の
収
集

及
び
公
表
、
②
感
染
症
対
策
に
係
る
措
置
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
捉
え
て

整
理
・
分
析
を
行
う
。
こ
の
一
連
の
機
能
は
、
前
述
し
た
感

染
症
の
類
型
に
よ
り
、
対
応
範
囲
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。 

図
１
は
、
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
で
あ
る
、

国
、
都
道
府
県
、
保
健
所
設
置
市
、
保
健
所
の
役
割
・
関
係

を
示
し
た
図
で
あ
る
2

。
医
療
機
関
は
、
感
染
症
を
診
断
・

発
見
し
た
際
に
は
、
そ
の
類
型
に
従
っ
て
最
寄
り
の
保
健
所

を
経
由
し
て
都
道
府
県
知
事
に
患
者
情
報
等
の
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
事
項
を
届
け
出
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
知
事

あ
る
い
は
保
健
所
設
置
市
区
長
は
、
感
染
症
の
類
型
に
従
っ

て
厚
生
労
働
大
臣
（
国
）
に
届
け
出
る
。
ま
た
届
出
の
あ
っ

た
保
健
所
は
、
積
極
的
疫
学
調
査
（
発
生
し
た
集
団
感
染
の

表２ 感染症の予防の総合的な推進を図るために定めるべき 

基本的な指針（感染症法） 
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全
体
像
や
病
気
の
特
徴
な
ど
を

調
べ
る
こ
と
）
、
検
体
の
採
取
、
検

査
、
入
院
勧
告
、
等
、
感
染
症
対

策
等
に
係
る
措
置
を
行
う
。 

感
染
症
の
入
院
に
対
応
す
る

医
療
機
関
は
、
感
染
症
法
で
は

｢

感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
と
し

て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
対
象
と
な

る
感
染
症
の
類
型
に
応
じ
て
、

｢

特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
」
、

｢

第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
」
、「
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療

機
関
」
の
三
種
類
が
あ
る
2

。
た

だ
し
、
緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
場
合
は
、
そ
の
他
の
都
道
府
県

図１ 感染症対策システムにおける国、都道府県、保健所 

設置市の関係 

（出典：厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の感染症法の運用

の見直しについて」2020 年 9 月 24 日）2 
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知
事
が
適
当
と
認
め
る
医
療
機
関
に
入
院
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
入
院
医
療
機
関
で
は
、
当

該
患
者
の
診
察
、
医
学
的
処
置
、
手
術
お
よ
び
そ
の
他

の
治
療
を
行
う
。
な
お
、
入
院
に
係
る
医
療
費
は
全
額

公
費
負
担
（
公
的
保
険
優
先
）
と
な
り
、
国
が
四
分
の

三
、
県
等
が
四
分
の
一
を
負
担
す
る
。 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
て
、
感
染
症
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
、

感
染
症
に
係
る
医
療
提
供
シ
ス
テ
ム
、
感
染
症
及
び
病

原
体
等
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
シ
ス
テ
ム
、
感
染
症

に
対
す
る
医
薬
品
の
研
究
開
発
シ
ス
テ
ム
、
病
原
体
等

の
検
査
実
施
シ
ス
テ
ム
、
感
染
症
の
予
防
に
関
す
る
人

材
養
成
シ
ス
テ
ム
、
感
染
症
に
関
す
る
知
識
啓
発
シ
ス

テ
ム
、
緊
急
時
に
お
け
る
国
と
地
方
公
共
団
体
及
び
地

方
公
共
団
体
相
互
間
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
様
々
な

図２ 感染症の入院に対応する医療機関（感染症法） 

（出典：厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の感染症法の運用

の見直しについて」2020 年 9 月 24 日）2 
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シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
く
必
要
が
求
め
ら
れ
て
お
り
構
築
さ
れ
て
き
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
構
築
さ
れ
て
い
た
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
す
る
か
ど
う
か
は
、
実
際
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

（
２
）
検
疫
シ
ス
テ
ム
の
概
要 

海
外
で
は
、
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
や
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、
マ
ラ
リ
ア
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
新
興
・
再
興
感
染
症
が
大
き
な
国
際
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
感
染
症
が
国
内
に
侵
入
し
な

い
よ
う
に
検
疫
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。 

検
疫
シ
ス
テ
ム
（
検
疫
法
）
の
目
的
は
、
国
内
に
常
在
し
な
い
感
染
症
の
病
原
体
が
船
舶
又
は
航
空
機
を
介

し
て
国
内
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
船
舶
又
は
航
空
機
に
関
し
て
そ
の
他
の
感
染
症
の
予

防
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
検
疫
シ
ス
テ
ム
で
は
、
対
応
す
べ
き
感
染
症
（
検
疫
感
染
症
）
と
し
て
、
①
感
染
症
法
に
規

定
さ
れ
て
い
る
１
類
感
染
症
、
②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染
症
、
③
国
内
に
常
在
し
な
い
感
染
症
の
う

ち
で
病
原
体
が
国
内
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
そ
の
病
原
体
の
有
無
に
関
す
る
検
査
が
必
要
な
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
、
こ
れ
ら
三
つ
を
定
義
し
て
い
る
。 
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検
疫
感
染
症
の
国
内
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
、
全
国
の
空
港
お
よ
び
港
湾
に
あ
る
検
疫
所
は
、
①

人
の
検
疫
、
②
港
湾
衛
生
業
務
、
③
海
外
感
染
症
情
報
の
収
集
と
提
供
、
④
申
請
業
務
の
ほ
か
、
食
品
衛
生

に
基
づ
く
輸
入
食
品
監
視
業
務
も
行
っ
て
い
る
。
動
植
物
の
検
疫
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
の
動
物
検
疫

所
、
植
物
防
疫
所
が
行
っ
て
い
る
3

。 

 

（
３
）
構
成
要
素 

シ
ス
テ
ム
の
主
な
構
成
要
素
を
確
認
す
る
。
本
稿
で
は
、
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
を
図
３
に
示
し
た
シ
ス

テ
ム
に
分
割
し
て
分
析
す
る
。
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
は
、
大
き
く
感
染
症
事
前
対
策
シ
ス
テ
ム
と
、
感
染

症
が
発
生
し
た
際
の
措
置
を
行
う
感
染
症
対
応
シ
ス
テ
ム
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
の
中
で
最
も
大
切
な
要
素
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
出
力
）
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
目

的
に
適
し
た
出
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
感
染
症
事
前
対
策
シ
ス
テ
ム
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
は
、「
感
染
症
予
防
計
画
」
と
予
防
計
画
に
応
じ
た
「
予
防
体
制
」
が
出
力
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
感
染
症
対
応
シ
ス
テ
ム
で
は
、「
感
染
症
発
生
状
況
」
、「
感
染
の
お
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
患
者
」
、

｢

完
治
者
」
、「
感
染
の
お
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
施
設
」
が
そ
の
出
力
と
な
る
。
ま
た
、
理
想
の
感
染
症
対
応
シ

ス
テ
ム
の
死
亡
者
の
出
力
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
現
実
で
は
感
染
症
に
感
染
し
て
死
亡
者
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
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を
想
定
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。 

続
い
て
、
そ
の
出
力
を
得
る
た
め
に
必
要
な
「
イ
ン

プ
ッ
ト
（
入
力
）
」
を
分
析
す
る
。
感
染
症
事
前
対
策

シ
ス
テ
ム
の
主
な
イ
ン
プ
ッ
ト
は
、
ア
プ
ト
プ
ッ
ト

で
あ
る
感
染
症
予
防
計
画
、
感
染
症
予
防
体
制
の
構

築
に
必
要
な
、
地
域
医
療
資
源
や
、
対
象
と
な
る
感
染

症
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
対
応
シ
ス

テ
ム
の
イ
ン
プ
ッ
ト
は
、
感
染
症
が
発
生
し
た
と
い

う
情
報
な
ら
び
に
感
染
者
、
感
染
施
設
が
主
な
入
力

と
な
る
。 

さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム
分
析
で
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
へ
変
換
す
る
プ
ロ
セ
ス
な
ら
び
に
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
必
要
な
人
的
資
源
、
物
的

資
源
等
を
明
確
に
し
て
い
く
。 

な
お
、
検
疫
シ
ス
テ
ム
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
、「
国

図３ 感染症対策システム 
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内
に
感
染
症
を
持
ち
込
む
お
そ
れ
が
な
い
人
・
も
の
」
と
な
り
、
検

疫
シ
ス
テ
ム
の
理
想
の
イ
ン
プ
ッ
ト
は
、「
入
国
す
る
す
べ
て
の
人
・

も
の
」
と
な
る
。 

感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
構
成
要
素
と
し
て
の
施
設
は
、

行
政
機
関
と
し
て
、
国
（
主
に
厚
生
労
働
省
）
、
都
道
府
県
（
知
事
）
、

都
道
府
県
保
健
所
、
保
健
所
設
置
市
区
長
、
保
健
所
設
置
市
保
健
所

等
が
、
感
染
症
法
、
検
疫
法
等
の
法
律
に
即
し
て
感
染
症
対
策
を
実

施
す
る
。
二
〇
二
一
年
四
月
現
在
の
全
国
の
保
健
所
の
数
4

は
、
都

道
府
県
保
健
所
が
三
五
四
（
本
所
）
、
五
九
（
支
所
）
、
保
健
所
設
置
市

保
健
所
は
指
定
都
市
、
中
核
市
、
そ
の
他
政
令
市
、
特
別
区
を
あ
わ

せ
て
、
一
一
六
（
本
所
）
、
六
二
（
支
所
）
と
な
っ
て
い
る
。
検
疫
所

は
、
表
３
に
示
し
た
配
置
数
と
な
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
人
的
資
源
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
機
関
で
働
く
医
師
、
看
護

師
、
保
健
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
そ
の
他
職
員
、
物
的
資
源
と
し
て
、

医
療
機
関
ベ
ッ
ド
数
、
各
種
医
療
機
器
、
個
人
用
防
護
具
（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
：

表３ 検疫所配置数（国民衛生の動向） 

令和 2（'20）年 4 月 

 総数 海港 空港 

総数 110 80 30 

本所 13 11 2 

支所 14 7 7 

出張所 83 62 21 

資料 厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全企画課調べ 
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ガ
ウ
ン
、
手
袋
、
マ
ス
ク
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、
ゴ
ー
グ
ル
等
）
、
消
毒
薬
、
治
療
薬
等
の
薬
剤
、
検
査
キ

ッ
ト
等
が
必
要
と
な
る
。 

感
染
症
に
対
応
す
る
医
療
機
関
5

と
し
て
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
四
機

関
一
〇
床
、
第
一
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
五
六
機
関
（
一
〇
五
床
）
、
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
（
結

核
は
除
く
）
三
五
一
機
関
（
一
七
五
二
床
）
）
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
医
療
機
関
全
体
6

で
は
、
二
〇
一
九
年

一
〇
月
現
在
、
活
動
中
の
病
院
が
八
三
〇
〇
施
設
、
一
般
診
療
所
が
一
〇
万
二
六
一
六
施
設
で
あ
る
。
う
ち

公
的
医
療
機
関
は
、
病
院
が
一
二
〇
二
施
設
（
病
院
総
数
の
一
四
・
五
％
）
、
一
般
診
療
所
が
三
五
二
二
施
設

(

一
般
診
療
所
総
数
の
三
・
五
％
で
、
民
間
の
医
療
機
関
が
多
い
。 

ま
た
、
入
院
が
で
き
る
ベ
ッ
ド
数
（
病
床
数
）
は
、
全
病
床
数
が
一
六
二
万
九
七
床
で
、
そ
の
内
訳
は
一

般
病
床
（
急
性
期
医
療
に
対
応
）
が
八
八
万
七
八
四
七
床
、
療
養
病
床
（
慢
性
期
の
長
期
の
入
院
に
対
応
）

が
三
〇
万
八
四
四
四
床
、
精
神
病
床
が
三
二
万
六
六
六
六
床
、
感
染
症
に
対
応
す
る
感
染
症
病
床
は
一
八
八

八
床
、
結
核
病
床
が
四
三
七
〇
床
と
、
感
染
症
に
対
応
す
る
ベ
ッ
ド
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
昨
今
、
急
性

期
疾
患
か
ら
生
活
習
慣
病
等
の
慢
性
疾
患
に
疾
病
構
造
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
、
介
護
保
険
制
度
の
充
実
に

よ
り
、
入
院
か
ら
在
宅
医
療
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ベ
ッ
ド
数
の
縮
減
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 
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（
４
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
シ
ス
テ
ム 

こ
れ
ま
で
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
を
概
観
し
て
き
た
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
応
し
た
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。 

 

①
検
疫
シ
ス
テ
ム 

 

ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
日
本
国
外
で
発
生
し
た
感
染
症
で
あ
り
、
国
内
に
感
染
症
が
持

ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
検
疫
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
る
。 

 

伊
藤
（
二
〇
二
〇
）
は
、
二
〇
一
二
年
に
成
立
し
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」
に

よ
り
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
初
期
段
階
か
ら
適
切
な
初
動
対
応
が
行
え
た
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
7

、
政
府
が
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
」
の
「
等
」
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
含
ま
れ
な
い
と
解
釈
し
た
た
め
に
、
同
法
で
規
定
す
る
積
極
的
な
情
報
収
集
と
検
疫
、
停
留
措
置
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
伊
藤
は
、
具
体
的
に
は
検
疫
の
際
に
「
停
留
」
と
い
う
措
置
を

講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
中
国
で
ヒ
ト
・
ヒ
ト
感
染
が
拡
大
し
、
症
状
も
深
刻
だ
と
判
明
し
た

後
も
、
効
果
的
な
検
疫
や
中
国
か
ら
の
入
国
制
限
が
な
さ
れ
ず
、
ま
た
、
そ
の
後
に
入
国
制
限
が
な
さ
れ
た

も
の
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
こ
こ
ま
で
拡
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大
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
検
疫
は
適
切
に
機
能
し
な
か
っ

た
と
言
え
る
。 

 
福
島
（
二
〇
二
一
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、
検
疫
所
で
行
わ
れ
て
い
る
措
置
に

つ
い
て
、
入
管
法
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
、
二
〇
二
一
年
二
月
時
点
で
は
、
日
本
人
及
び
在
留
資
格
を
有
す

る
外
国
人
等
に
入
国
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
生
以
前
の
一
日

六
万
人
以
上
の
入
国
者
（
帰
国
者
を
含
む
）
が
、
概
ね
一
日
二
〇
〇
〇
人
以
下
と
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
て

い
る
8

。
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
は
、「
全
て
の
国
か
ら
の
入
国
者
を
、
症
状
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
検
査
対
象
と
し
て
い
る
し
、
ま
た
全
て
の
入
国
者
が
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
検
査
体
制
を
今
後
、
他
の
疾
病
で
も
取
る
べ
き
な
の
か
、
取
り
得
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
実
施
す
る
た
め
の

人
員
の
確
保
や
機
器
の
整
備
等
の
検
疫
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
の
か
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
は
、
自
治
体
（
保
健
所
）
で
行
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
保
健
所
の
リ
ソ
ー
ス
に
つ
い
て
も
課
題
と
さ
れ
る
。 

 

感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
国
内
に
常
在
し
な
い
感
染
症
の
病
原
体
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
水

際
対
策
が
重
要
で
あ
る
も
の
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
現
在
、
安
易
に
人
流
や
物
流
を
止
め
る
こ
と
は
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困
難
で
あ
る
。
人
流
や
物
流
を
止
め
る
た
め
に
は
、
各
方
面
か
ら
の
情
報
収
集
及
び
分
析
、
そ
の
情
報
を
基

に
し
た
適
切
な
判
断
が
必
要
と
な
る
。 

 
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
シ
ス
テ
ム 

 

一
般
医
療
機
関
等
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
認
め
ら
れ
る
と
、
感
染
症
法
に
定
め
ら
れ
た
発

生
届
が
最
寄
り
の
保
健
所
に
提
出
さ
れ
る
。
そ
の
提
出
を
受
け
て
保
健
所
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ-

Ｓ
Ｙ
Ｓ
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
情
報
把
握
・
管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
）
に
情
報
を
入
力
し
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
国
に

報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
保
健
所
は
、
当
該
患
者
に
対
し
て
そ
の
症
状
に
応
じ
て
「
自
宅
療
養
」「
宿

泊
療
養
」｢

勧
告
入
院
」
の
措
置
を
行
う
と
と
も
に
、
入
院
先
の
調
整
、
搬
送
支
援
、
就
業
制
限
を
実
施
す
る
。

一
方
で
、
積
極
的
疫
学
調
査
と
し
て
感
染
者
本
人
や
家
族
か
ら
、
本
人
情
報
（
症
状
、
経
過
等
）
、
発
症
一
四

日
前
か
ら
診
断
さ
れ
る
ま
で
の
行
動
歴
（
場
所
、
日
時
）
、
発
症
後
の
行
動
調
査
を
実
施
し
、
接
触
者
の
有
無

と
接
触
の
程
度
、
濃
厚
接
触
者
を
特
定
す
る
。
さ
ら
に
、
患
者
が
発
病
し
た
日
の
発
症
二
日
前
以
降
に
接
触

し
た
者
の
う
ち
、
同
居
あ
る
い
は
長
時
間
接
触
が
あ
っ
た
も
の
を
特
定
し
、
健
康
観
察
・
自
宅
待
機
要
請
を

行
う
。
保
健
所
は
そ
れ
ら
の
積
極
的
疫
学
調
査
に
よ
り
、
感
染
源
や
感
染
経
路
を
探
索
し
、
ク
ラ
ス
タ
ー
（
患

者
集
団
）
の
感
染
源
（
リ
ン
ク
）
を
発
見
し
、
感
染
の
連
鎖
を
小
規
模
に
と
ど
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
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け
る
感
染
の
制
御
と
収
束
を
も
た
ら
す
こ
と
と
に
つ
な
げ
て
い
る
9

。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
感
染
症
に
組
織
的
に
対
応
す
る
中
心
的
組
織
が
保
健
所
で
あ
り
、
そ
こ

で
働
く
保
健
師
の
役
割
は
、
積
極
的
疫
学
調
査
（
行
動
調
査
、
施
設
調
査
、
拡
大
防
止
支
援
等
）
、
療
養
支
援
、

健
康
観
察
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応
、
濃
厚
接
触
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
陽
性
社
入
院
支
援
、
濃
厚
接
触
者
受
診

支
援
等
、
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
に
関
係
し
て
い
る
10

。 

 

な
お
、
保
健
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
保
健
師
の
業
務
は
、
感
染
症
対
策
業
務
だ
け
で
は
な
い
。
都
道
府
県

保
健
所
の
各
保
健
師
は
、
母
子
保
健
（
重
症
心
身
障
害
児
、
長
期
療
養
児
）
、
企
画
調
整
・
連
携
支
援
（
医
療

連
携
、
医
療
安
全
、
教
育
・
研
修
、
調
査
な
ど
）
、
感
染
症
（
エ
イ
ズ
・
結
核
、
性
感
染
症
、
そ
の
他
の
感
染

症
、
患
者
管
理
、
健
康
教
育
）
、
難
病
対
策
（
在
宅
療
養
支
援
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
医
療
機
器
貸
与
）
、
障

害
者
（
児
）（
療
養
相
談
）
、
精
神
保
健
福
祉
（
複
雑
困
難
事
例
、
未
治
療
者
、
医
療
中
断
者
、
薬
物
、
児
童
・

思
春
期
）
な
ど
、
平
常
時
の
業
務
も
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
田
（
二
〇
二
一
）
は
、
平
時
に
は
感

染
症
対
策
担
当
以
外
の
業
務
を
担
っ
て
い
る
地
域
保
健
担
当
の
保
健
師
と
し
て
、
応
援
業
務
を
実
施
す
る
中

で
保
健
師
が
抱
え
た
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
11

。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大
し
、
保
健
所
の
体
制
強
化
が
求
め
ら
れ
る
中
、
厚
生
労
働
省
は
都
道

府
県
単
位
で
潜
在
保
健
師
等
を
登
録
す
る
人
材
バ
ン
ク
（
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）
を
創
設
し
、
保
健
所
で
の
積
極
的
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疫
学
調
査
を
中
心
と
し
た
業
務
を
支
援
す
る
し
く
み
を
構
築
し
た
。
二
〇
二
〇
年
一
一
月
か
ら
二
〇
二
一
年

三
月
末
ま
で
に
こ
の
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
た
都
道
府
県
間
で
の
応
援
派
遣
は
四
回
と
な
っ
て
い
る
（
加
藤
、

二
〇
二
一
）
12

。 

 

ま
た
、
感
染
症
対
応
シ
ス
テ
ム
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
感
染
症
情
報
の
収
集
・
報
告
シ
ス
テ
ム
」
で

は
、「
第
一
波
」
の
際
、
感
染
者
デ
ー
タ
の
共
有
に
つ
い
て
紙
ベ
ー
ス
の
集
計
が
多
く
、
全
国
情
報
の
把
握
を

迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
対
応
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
等
情
報
把
握
・

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ｅ
Ｒ-

Ｓ
Ｙ
Ｓ
）
が
二
〇
二
〇
年
五
月
末
よ
り
稼
働
を
開
始
し
て
い
る
。
従
来
の
「
感

染
症
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｄ)

」
に
入
力
す
る
仕
組
み
は
、
未
知
の
感
染
症
は
想
定
し
て

お
ら
ず
、
日
々
変
化
す
る
感
染
者
の
健
康
状
態
や
退
院
な
ど
の
経
過
が
フ
ォ
ロ
ー
で
き
な
っ
た
た
め
、
フ
ァ

ク
ス
や
電
話
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
な
手
法
で
補
わ
れ
て
い
た
。
（
朝
日
新
聞 

二
〇
二
〇
年
七
月
三
日 

朝
刊
三
面

｢

感
染
者
デ
ー
タ
脱
ア
ナ
ロ
グ
で
活
用 
紙
に
手
書
き 

フ
ァ
ク
ス
目
詰
ま
り 

解
消 

ネ
ッ
ト
入
力 

情
報
蓄

積
・
共
有
」
） 

 

一
方
、
東
京
都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
一
週
間
で
構
築
し
、
そ
の
ソ
ー
ス
コ

ー
ド
は
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
共
有
サ
イ
ト
「
Ｇ
ｉ
ｔ
Ｈ
ｕ
ｂ
」
で
公
開
さ
れ
た
13

。
こ
の
サ
イ
ト
は
、
検
査
陽
性

者
の
状
況
や
検
査
実
施
状
況
、
陽
性
患
者
の
属
性
、
陽
性
者
数
、
等
様
々
な
情
報
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
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あ
り
、
国
内
外
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
サ
イ
ト
に
東
京
都
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
と
各
都
道
府
県
等
で
日
々
公
開
さ
れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
統
計
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

市
民
が
自
ら
の
ス
キ
ル
を
使
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
の
問
題
に
貢
献
す
る
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
の
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。 

 

４ 

考
察 

 

（
１
）
対
象
感
染
症
の
分
析
と
関
係
者
の
連
携 

今
後
、
新
た
に
発
生
す
る
未
知
の
感
染
症
は
そ
の
正
体
が
し
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
感
染
症
に
ど
の
よ
う
に

対
応
し
た
ら
良
い
の
か
不
明
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
に
、
中
国
南
部
で
出
現
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

感
染
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
徐
々
に
、
そ
の
性
質
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。 

森
田
（
二
〇
二
一
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
と
し
て
下
記
を
指
摘
し
て
い
る
14

。 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
相

違
点
は
ヒ
ト
体
内
に
お
け
る
ウ
イ
ル
ス
増
殖
特
性
の
差
異
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
差
異
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ

ｏ
Ｖ-

２
は
感
染
者
の
下
気
道
の
み
な
ら
ず
上
気
道
で
も
増
殖
し
、
さ
ら
に
感
染
者
が
重
症
化
す
る
前
か
ら
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た
く
さ
ん
の
感
染
症
ウ
イ
ル
ス
粒
子
が
上
気
道
分
泌
液
に
輩
出
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。（
略
）
つ
ま
り
、
重

症
化
す
る
前
に
感
染
源
と
な
り
う
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ま
た
不
顕
性
感
染
者
も
多
数
存
在
し
、
こ
れ
も

感
染
源
と
な
る
。
加
え
て
、
唾
液
に
も
多
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
出
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

従
来
の
戦
略
だ
け
で
は
対
抗
で
き
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
感
染
症
と
異
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
極
め
て
感
染
が
拡
大
し
や
す

い
特
徴
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
症
状
が
発
生
し
て
感
染
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
く
、

無
症
状
あ
る
い
は
症
状
が
発
生
す
る
前
に
感
染
源
と
な
る
た
め
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対

策
で
必
ず
し
も
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
感
染
症
に
関
す
る
情
報
は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
共
通
の
課
題
と
な

る
状
況
に
限
ら
ず
、
各
国
が
積
極
的
に
情
報
を
開
示
・
共
有
し
、
で
き
る
限
り
迅
速
に
そ
の
感
染
症
の
性
質

を
特
定
し
、
世
界
の
英
知
を
集
結
し
て
対
応
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

み
世
界
中
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
構
築
さ
れ
た
現
在
、
物
流
や
人
の
流
れ
を
制
限
し
続
け
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
自
国
の
利
益
・
安
全
を
最
優
先
す
る
と
い
う
局
所
最
適
化
で
は
、
真
の
問
題
解
決
が
で
き
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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（
２
）
効
果
を
確
認
し
な
が
ら
の
対
策
実
施 

日
本
国
内
で
感
染
者
が
見
つ
か
っ
た
初
期
は
、
そ
れ
で
も
積
極
的
疫
学
調
査
に
よ
る
リ
ン
ク
の
探
索
に
て
、

小
さ
な
ク
ラ
ス
タ
ー
に
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
発
症
一
四
日
前
か
ら
診
断
さ
れ
る

ま
で
の
行
動
歴
（
場
所
、
日
時
）
、
さ
ら
に
、
患
者
が
発
病
し
た
日
の
発
症
二
日
前
以
降
に
接
触
し
た
者
の
う

ち
、
同
居
あ
る
い
は
長
時
間
接
触
が
あ
っ
た
も
の
の
特
定
は
大
変
困
難
で
あ
り
、
そ
の
特
定
か
ら
漏
れ
た
感

染
者
（
と
く
に
無
症
状
感
染
者
）
が
い
た
場
合
、
さ
ら
な
る
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
積
極

的
疫
学
調
査
は
感
染
者
の
行
動
歴
等
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部
分
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
り
、
長
期
間
の
行
動
歴

を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
感
染
者
全
員
か
ら
正
確
な
行
動
歴
を
把
握
す
る
こ
と
は
、
感
染
者

及
び
調
査
者
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
）

を
開
発
し
た
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し
た
ま
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
通
知
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
15

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
ア
プ
リ

の
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
版
に
不
具
合
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
、
全
利
用
者
の
約
三
割
で
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
も
四
か
月
あ
ま
り
も
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
状
態
で
あ
っ
た
16

。
感
染
症
対
策
を
行
う

現
場
を
支
援
す
る
た
め
、
短
期
間
で
支
援
ア
プ
リ
を
完
成
さ
せ
る
迅
速
な
対
応
で
あ
っ
た
が
、
機
能
し
て
い
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る
か
ど
う
か
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
不
足
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
は
構
築
す
れ
ば
目
的
が
達
成

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
期
待
さ
れ
た
出
力
が
で
て
い
る
か
だ
け
で
な
く
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
（
時
間
単
位
当
た

り
の
出
力
）
の
確
認
も
重
要
で
あ
る
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
全
国
あ
る
い
は
全
世
界
の
感
染
状
況
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
連
日
報
道
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
詳
細
な
感
染
者
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
世
界
中
の
誰
も
が
閲
覧
や
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
国
民
一
人
一
人
が
そ
の
状
況
を
確

認
す
る
こ
と
は
、
閲
覧
者
の
行
動
変
容
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
で
、
感
染
状
況
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
と
各
種
の
対
策
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
の
関
連
を
検
証
し
な
い
場
合
、

国
民
の
不
信
感
は
増
幅
さ
れ
る
。
政
府
等
、
感
染
症
対
策
実
施
側
も
目
標
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
種
類
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
量
と
達
成
期
間
）
を
明
確
に
定
め
た
上
で
、
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
随
時
確
認
し
な
が
ら
の
施
策

の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

（
３
）
リ
ソ
ー
ス
の
配
分
と
シ
ス
テ
ム
間
の
影
響
分
析 

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
、
当
初
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
検
査
体
制
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
人
口
当
た
り
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
件
数
は
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
。
調
ら
（
二
〇
二
〇
）
は
、
検
査
数
が
当
初
絞
ら
れ
て
き
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た
の
は
、
政
府
お
よ
び
専
門
家
会
議
が
、
死
者
数
、
つ
い
で
重
症
者
数
を
可
能
な
限
り
減
ら
す
こ
と
を
目
的

に
、「
感
染
モ
デ
ル
」
と
「
発
症
者
対
応
モ
デ
ル
」
を
分
離
し
て
対
応
し
て
き
た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
て
お

り
、
そ
の
過
程
で
注
意
を
払
っ
て
い
た
の
が
、
恐
ら
く
医
療
資
源
の
枯
渇
を
避
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
指
摘

し
て
い
る
17

。 

先
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
指
定
感
染
症
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
陽
性
と
な
っ
た
感
染
者
は
入
院
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
検
査
数
を
増
や
す
ほ
ど
、「
不

要
な
」
無
症
状
者
・
軽
症
者
の
入
院
が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
検
査
実
施
基
準
（
検
査

の
ハ
ー
ド
ル
）
を
上
げ
て
検
査
数
を
抑
え
、
入
院
患
者
数
を
減
ら
す
こ
と
で
医
療
資
源
の
枯
渇
を
防
ぐ
戦
略

と
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

｢

検
査
シ
ス
テ
ム
」
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
と
つ
な
が
る
「
感
染
者
対
応
シ
ス
テ
ム
」
と
の
関
係
性
に
よ
り
、

シ
ス
テ
ム
内
で
の
人
の
動
き
、
あ
る
い
は
戦
略
が
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

さ
ら
に
、
二
〇
二
〇
年
の
春
頃
に
は
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
等
の
不
足
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
た
の
を
受
け
、

四
月
一
日
に
政
府
は
、
全
て
の
世
帯
に
布
マ
ス
ク
を
二
枚
ず
つ
配
布
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。「
令
和
二
年
度

一
般
会
計
予
備
費
使
用
総
調
書
（
そ
の
一
）
」
に
よ
る
と
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
布

製
マ
ス
ク
の
緊
急
配
布
等
に
必
要
な
経
費
」
と
し
て
四
三
七
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
18

。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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イ
ル
ス
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
え
る
と
、
そ
の
費
用
対
効
果
は
疑
問
視
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、
本
稿
で
も
分
析
し
て
き
た
よ
う
に
、
感
染
症
対
策
は
保
健
所
が
中
心
と
な
っ
て
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
平
時
の
業
務
の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
保
健
所
の
リ
ソ
ー
ス
が
削
減
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
蔓
延
す
る
よ

う
な
状
況
は
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
は
有
事
を
想
定
し
た
リ
ソ
ー
ス
確
保
を
ど
の
よ
う
に
備
え
て
い
く

の
か
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
行
中
の
日
本
に
お
い
て
は
、
高
度
成
長
期
の
リ
ソ
ー

ス
確
保
と
は
異
な
っ
た
対
応
が
求
め
ら
れ
、
国
民
も
そ
の
現
状
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

５ 

お
わ
り
に 

 

二
〇
二
一
年
六
月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
連
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
係
す
る
業
務
（
し
く
み
）
を
「
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
そ
の
目
的
を
見
失
う
こ

と
な
く
、
場
当
た
り
的
な
対
応
を
避
け
て
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の
視
点
で
効
果
的
に
接
種
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
・
運
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
を
分
析
・
評
価
す
る
場
合
、
個
々
の
シ
ス
テ
ム
だ
け
に
着
目
し
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て
は
、
誤
っ
た
評
価
・
分
析
と
な
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
の
全
体
像
を
把
握
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
行
動
や

戦
略
が
な
ぜ
と
ら
れ
て
い
る
の
か
理
解
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
、
全
体

の
シ
ス
テ
ム
を
俯
瞰
し
た
上
で
、
私
的
な
利
益
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
全
体
の
視
点
、
中
長
期
的
な
視

点
で
連
携
し
て
対
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
無
論
、
感
染
症
対
策
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
国
民
も
全
体
の
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
こ
と
、
そ
し
て
一
刻
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
す
る
よ
う
引
き
続
き
の
協
力
が
求
め
ら
れ
る
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
峙
す
る
た
め
に
は
、
国
、
政
治
家
等
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
利
害
関
係
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、
国
民
を
重
視
し
た
政
策
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 
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Reflecting on Japanese COVID-19 

countermeasures with systems thinking 
 

For every citizen to effectively cope with the spread of COVID-

19, it is critical to understand Japanese COVID-19 countermeasures. 

In this paper, we analyze how Japanese COVID-19 measures were 

implemented from systems thinking perspective. What problems 

have arisen as a result of previous actions? Were they special issues 

related to COVID-19? Are these issues related to individual systems 

or structures? This article considers some of these questions. We will 

also discuss how we can continue to deal with COVID-19 from the 

perspective of both the general public and the government. 
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